
スコープ3をどう削減するのか？
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一次データを収集していかないと
スコープ3の削減ができない！

GHG プロトコル

一次データ、二次データをどう捉えて
開示していくかの指針を出す方向

SBTi

一次データによるスコープ3開示の
方向性が決まる前にも、取り組みを
したら評価される枠組みを提案の
方向(CNZS 2.0,2026年最終版公表
予定)

トレーサビリティが低い場合も認めていく！



GHGプロトコル Action and Market Instruments 提案
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Source: GHG Protocol, “AMI Phase 1 Progress Update White Paper VERSION 3 - REQUEST FOR INFORMATION” (March 2026)

https://ghgprotocol.org/sites/default/files/2026-03/AMI-Phase1-WhitePaper-RFI.pdf
https://ghgprotocol.org/sites/default/files/2026-03/AMI-Phase1-WhitePaper-RFI.pdf
https://ghgprotocol.org/sites/default/files/2026-03/AMI-Phase1-WhitePaper-RFI.pdf
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ISO 製品カーボンフットプリント(ISO 14067ワーキングドラフト:2025, Annex H)

Source: GHG Protocol, “AMI Phase 1 Progress Update White Paper VERSION 3 - REQUEST FOR INFORMATION” (March 2026)

早い段階でのドラフトであり、
今後議論がされる予定

マーケット基準

CO2排出量を寄せて下げる場合

インパクト指標

https://ghgprotocol.org/sites/default/files/2026-03/AMI-Phase1-WhitePaper-RFI.pdf
https://ghgprotocol.org/sites/default/files/2026-03/AMI-Phase1-WhitePaper-RFI.pdf
https://ghgprotocol.org/sites/default/files/2026-03/AMI-Phase1-WhitePaper-RFI.pdf


スコープ3のCoC*についての議論
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＊CoC：Chain of Custody (管理連鎖)

表 H.1 GHG定量化アプローチ別の要件および適格なChain-of-Custodyモデル

GHG定量化アプローチ 物理的 契約的 緩和(削減)

GHG定量化アプローチにお
けるCoCモデル関連の要件

配分優先順位 属性 属性 結果的

データ要件 一次データ・二次データ
(残余不要)

一次データ・二次データ(残
余必要)

一次データ・二次デー
タ(残余必要)

適合性評価 検証 検証 妥当性確認

CoCモデル内の物理的ト
レーサビリティ

必要 任意 任意

CFPが用いられる組織
GHG算定の種類

インベントリ（デフォルト） インベントリ 介入法

製品カーボンフットプリント
（CFP）で用いられる
CoCモデル

同一性保持 可 可 可

分別管理 可 可 可

管理混合 可 可 可

マスバランス
（移動平均方式）

物理的に追跡可能な場
合は可

可 可

マスバランス
（クレジット方式）

不可 条件(技術的実現性)付き
で残余がある場合可

条件付きで可

ブック・アンド・クレーム 不可 条件(技術的実現性)付き
で残余がある場合可

条件付きで可

電力(CoCモデルの特別
ケース)

ロケーション基準 マーケット基準、残余必須 限界排出係数

Source: GHG Protocol, “AMI Phase 1 Progress Update White Paper VERSION 3 - REQUEST FOR INFORMATION” (March 2026)を日本語仮訳

https://ghgprotocol.org/sites/default/files/2026-03/AMI-Phase1-WhitePaper-RFI.pdf
https://ghgprotocol.org/sites/default/files/2026-03/AMI-Phase1-WhitePaper-RFI.pdf
https://ghgprotocol.org/sites/default/files/2026-03/AMI-Phase1-WhitePaper-RFI.pdf


SBTi 企業ネットゼロ基準2.0 第二ドラフト
CNZS2.0 2nd draft
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トレーサビリティについて活
動プールレベルでも許容しな
がらも、その排出源単位につ
いては、プールの“平均”を使
うべき(shall)との記載

証書などのインテグリティ原
則の例において、カーボンバ
ンク方式を使うべきではない

との記載あり。
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